



Dawn of the Age of Machine - Powered Ships :
Seamen who worked their way up to become skippers and gave their lives in war
水上 忠夫 　　千葉 勝衛
















































造され、明治 44（1911）年には、気仙沼漁業組合で鼎丸（19 トン・20 馬力）を造船した。
　この船の進水式には大島村漁業組合にも招待状が届いたが、菅原熊治郎組合長は出席せず、「祝
詞ヲ呈セリ」と案内状に記入している。鼎丸には機関士見習として、村上彦之進（崎浜）が乗船し
たとの記録が残されている。鼎丸は 2 、3 年順調










2．所有者　　　 大島村字駒形 40 番地　小野寺菊左衛門
3．船　種　　　 日本形
4．船　体　　　 ・長サ　6 丈 5 尺　　　・幅　1 丈 2 尺　　　・深サ　7 尺




9．建造費　　　 ・船体建造費　500 円　　・発動機価格　700 円　　・据付費　60 円





りで操業し、年間水上高 193 貫、484 円の収入との記録があるだけである。
　統計書に祥海丸と思われる数字があるのは大正 5（1916）年までで、その後記録は出てこない。
2）機械船の経営者たち
　大正 3（1914）年 5 月 21 日に大島村役場より、郡役所に提出した発動機船調査報告書がある。そ
れには、表 1 のように書かれていた。この表にみられる特徴について、以下列記する。
表 1　発動機漁船報告
大正 3 年 5 月
船主 船型 船型 肩幅　尺 発動機 馬力 業務種類 屯数
小野寺常治 第 2 大和丸 新型 11.5 杉山式 22 鰹目抜鰭縄漁 約 15
村上惣蔵 金比羅丸 和洋 11.0 平野式 18 鰹鮫鰈漁 約 15
小野寺松太郎 明盛丸 新型 11.0 桜田式 18 鰹鮫鰈漁 約 15
（「大島村役場文書」No. 6 を基に作成）
（ 1 ）経営者














・屯数　　　12 トン　　　　　　　・長サ　　　46 尺（15.18 メートル）















































































































































































　当初は、しばらく民間事業として運航していたが、大正 7（1918）年 7 月の村会で「本村ハ交通
利便ヲ目的トスル渡船業ヲ行ウ」ことを決議し、村営汽船がスタートした。










　大正 2（1913）年の統計では、カツオ漁などを営む和船は 58 隻あった。機械船は祥海丸だけで、
20 人乗りであった。大島から和船の遠洋船がなくなるのは、大正 6（1917）年である。
　このころのカツオ漁は、5 月中旬から始まり最盛期は 7 、8 月で、終漁は 10 月上旬とし、漁場は









メ網漁では、乗組員が自分で調整したサメ網（ 1 反は 8 尋）を数反持って乗り込み、漁場に着く
と、これを乗組員全員分繫いで張り下げて装置し、翌日引き上げるのである。漁獲は 1 反の網に











　サメ　93,333 貫　8,000 円（単価 15 銭）












和船 機械 乗船人数 鰹 鮫 鮪
隻 隻 人 貫 貫 貫
大正 2 58 1
3 45 1 630 98,333 100,000 
4 37 7 132,500 70,000 
5 30 4 238 63,143 93,333 
6 5 216 26,667 100,000 
7 100 21,000 53,333 
8 10 144 14,583 100,000 
9
10 15 111 33,600 11,000 
11 12 140 38,000 12,500 
12 12 140 49,300 30,000 
13 11 180 45,000 43,000 
14 11 135 10,800 56,000 2,000 
15 10 135 56,400 56,000 2,000 
昭和 2 9 400 240,000 100,000 20,000 
3
4
5 28 600 250,000 100,000 80,000 
6 30 655 285,000 58,000 68,000 
7
8
9 27 180 76,000 6,000 15,000 
10 25 172 60,000 15,000 18,750 
11 26 227 84,000 20,000 65,000 
12 27 220 162,500 84,000 15,000 
13 26 228 150,000 73,000 15,000 
14 23 218 180,500 50,200 40,000 
15 20
※船員数は遠洋船員のみ計上 ( 夏、冬漁とも別々に計上）





船数 合計屯数 船員数 鰹 鮪 船数 合計屯数 船員数 鮪 鮫 船数 合計屯数 船員数 鮫 秋刀魚
隻 屯 人 貫 貫 隻 屯 人 貫 貫 隻 屯 人 貫 貫
大正 4 ム 37 518 5 5 25 12,000 
7 60 126 132,500 70,000 
6 6 36 108 26,667 27 81 135 60,000 6,000 
8 3 45 54 14,583 4 40 40 30,000 3 45 54 30,000 
10 2 30 40 5,000 11,000 
12 7 108 140 49,300 30,000 
14 4 67 100 10,800 2 23 35 2,000 56,000 
昭和 2 6 288 400 240,000 10 150 150 20,000 100,000 5 60 60 37,500 
4
6 11 430 420 285,000 8 280 170 68,000 58,000 4 100 65 58,000 
9 2 175 108 76,000 18,000 3 194 72 18,000 6,000 
10 2 174 112 60,000 3 261 60 18,750 15,000 
12 3 308 147 162,500 15,000 4 345 73 40,000 84,000 
14 3 308 145 180,500 19,500 4 345 73 40,000 50,000 




していった。カレイ網もサメ網と同様に、網は個人持ちで長さ 2 間（12尺）、深さ 7 、8 尺を 1 反と
し、1 人 7 、8 反ずつ積み込んだ。これを漁場に張り巡らし、上部にアバ木（浮子）をつけて網が立
つように仕掛けた。翌日網上げすると 4 、500 匹はかかっていたという。
　大正 3（1914）年のカレイ漁は不漁で、10,000 貫の水上げで 1,500 円（単価 15 銭）の水上金額であっ






　役場統計にマグロが登場するのは、大正 14（1925）年で、延縄漁船 2 隻、乗組員 35 人とある。
漁獲量はカツオ 10,800 貫、サメ 56,000 貫に対して、マグロは 2,000 貫（2,000 円の水上金）と記録





漁船の発動機装備にも適用の途を開いた。その予算は 20 万円で、宮城県の割当て隻数は 15 隻で
あった。その補助内容は下記のとおりであった。
船体　　　　 1 トン当り　鋼船 40 円　　　木造船 30 円
機関　　　　 1 馬力当り　蒸気 15 円　　　発動機 20 円
冷蔵船　　　製氷量 1 トンにつき　1,000 円
漁具　　　　評価額の千分の一
 （『気仙沼市史』Ⅴ産業編（下））
　大正 3（1914）年 3 月 17 日、本吉郡役所から「和船建造費、石油発動機据付補助申請希望者は申
し出るように」との通達が役場に届いた。
　菅原村長は、関係業者に伝達したものと思われるが、その中から小野寺松太郎（田尻）と村上貞
治（浅根）の 2 人が申請した。申請書類が残っていないが、同年 5 月に小野寺松太郎の船体建造状
況について照会があり、菅原村長は「目下造船中」と回答している。こうして、建造した船が明盛
丸である。小野寺は大正 5（1916）年まで明盛丸を乗り、次いで大興丸（大正 5 ⊖14 年）、第 2 大興丸
（大正 9 ―昭和 5 年）を経営した。











・カツオ漁業　6 月 2 日～10 月 15 日、120 日間
　　宮城・岩手県沖合沿岸 150 浬
・サンマ網漁業　10 月 10 日～12 月 10 日、60 日間
　　金華山沖ヨリ宮古沖マデ沿岸 60 浬
（ 3 ）船員








・カツオ漁では 13,120 貫の水上をし、単価を 50 銭として 6,560 円の収入、サンマ漁では 5,853.3 貫















小野寺松太郎 大興丸 鰹．鮫 西洋 14 20 45.0 11.0 5.0 T6
菅原　馬吉 日光丸 〃 〃 10 15 36.0 8.0 6.0 11
村上　勘吉 明神丸 〃 〃 18 20 47.0 12.0 5.0 6
小山　文市 宝栄丸 〃 〃 11 20 48.0 11.8 5.0 11
小野寺庄五郎 第 2 天王丸 鰹．縄 〃 6 20 31.0 8.0 3.0 7
〃 第 3 天王丸 鰹　　 〃 10 20 43.0 10.6 4.0 9
小山　治太郎 宝栄丸 鰹．鮫 〃 10 16 47.6 11.3 5.0 11
村上　清四郎 恵比寿丸 〃 〃 14 20 38.0 10.0 5.0 7
小野寺松太郎 第 2 大興丸 〃 〃 14 20 45.0 12.0 5.0 9
村上　惣蔵 金比羅丸 〃 〃 25 25 65.0 11.6 4.8 7








2 円 16 銭を計上していた。
（ 9 ）カツオ漁の勘定表
ア．水上収入　　　　 13,120 貫×50 銭＝6,560 円
イ．水夫食費（ 1 日 2 円 16 銭の割）　　 　 520 円 40 銭
ウ．機関士給料（月 30 円）　　　　　　　 150 円
エ．甲板部経費　　　　　　　　　　　 1,117 円 02 銭
オ．機関部経費　　　　　　　　　　　 2,040 円
カ．修繕費　　　　　　　　　　　　 　 330 円
キ．諸償却費　　　　　　　　　　　　　 330 円
ク．雑費（公課）　　　　　　　　　　　　 13 円
ケ．一人当配当（一人当配当 2 分 5 厘）　　　86 円 31 銭 5 厘
コ．合計支出高　　　　　　　　　　　 6,140 円 60 銭












　　差引　　　　　　　　　　　　 △ 295.44 円の赤字　　※原文ママ
 （「大島村役場文書」No. 29）
　この船の経理の方法や報告書作成の根拠などが不明であるが、夏漁のカツオ期では船員に歩合金
を払ったら経営者は、419 円 40 銭の黒字となったものと読みとることができる。
　冬のサンマ網漁では、経営者は 295 円 44 銭の赤字があったものと思われる。　
3）「鰹鮪漁業経済調査」より

















　調査船 70 隻の建造費総合計は 389,750 円で、1 隻平均 5,568 円（木造船）となる。70 隻の総ト
ン数は 1,360 トンであり、1 隻あたりの平均トン数は 19.43 トン。これを、表 5 により本吉郡内船




県　70 隻　平均 本吉郡　29 隻　平均
数量　金額（円） 数量 金額（円） 備考
船体建造費 5,568 6,360 21㌧
機関購入費 4,915 5,671 46 馬力
漁具購入費 501 480 排水ポンプ他
船体修繕費 430 436 1 回引揚修繕
機関修繕費 343 353 不時修繕
燃　料　費 1,858 缶 1,789 2,047 缶 2,115 約 1 円強
餌　料　費 224 籠 1,935 173 籠 1,625 1 籠 9 円
氷　代 19,900 貫 1,165 20,000 貫 1,170 1 貫目5 銭 9 厘
甲板部消耗品費 120 102 桶、ブラシ等
機関部消耗品費 526 380 マシン灯油等
通信運搬費 11 10 電報料
食
料
米　代 23 石 826 20 石 706 1 石 35 円
味噌代 1.9 石 81 1.5 石 68 1 升 45 銭
其　他 80 512 醬油、副食物
諸　雑　費 190 220 酒、公課等
漁　夫　給 28 人 4,243 28 人 3,800 1 漁期 5ヶ月分
内
訳
船　長 249 1 人 220
機関長 228 1 人 196
漁労長 114





支出合計 13,903 12,044 船体建造費、
機関購入費ヲ
除ク







県　20 隻　平均 本吉郡　12 隻　平均
数量　金額（円） 数量 金額（円） 備考
船体建造費 5,632 1 隻 6,570 20㌧
機関購入費 5,315 5,908 47 馬力
漁具購入費 290 本 1,013 280 本 918 釣針 1 本 32 円
船体修繕費 72 87 不時修繕
機関修繕費 71 64 不時修繕
燃　料　費 508 缶 493 458 缶 451 1 缶 98 銭強
餌　料　費 4,541 尾 742 5,250 籠 712 1 尾 13 銭
氷　代 2,984 貫 177 1,078 貫 79 1 貫目 7 銭
甲板部消耗品費 8 10
機関部消耗品費 80 76 マシン、ウエ
ス等
通信運搬費 8 5 電報料
食
料
米　代 6 石 217 5 石 7 斗 204 1 石 35 円
味噌代 53 斗 25 5 斗 5 升 24 1 升 43 銭
其　他 23 12 副食物共
諸　雑　費 59 71 酒、公課等
漁　夫　給 14 人 1,015 15 人 924 1 人当 61 円
内
訳
船　長 1 人 112 110
機関長 1 人 98 84
漁労長





支出合計 4,281 3,849 船体建造費、
機関購入費ヲ
除ク
収入合計 3.291 2,885 水上高
差引 △990 △ 964 損失







　漁期（ 5 ヶ月）中、1 回の上架修繕（ペンキ塗等）費として、県平均 430 円、郡内船 436 円となっ
ている。
④機関修繕費





傾向」とある。漁期中 1 隻当り、1,858 缶 1,789 円（ 1 缶平均、95 銭）と記されている。
⑥餌料費
　「全部鰮ヲ用フ」とし、本年はイワシ不漁で相当高価であったとし、1 航海の餌料を 50～70 円
（漁期中 30～40 航海）として、1 航海の餌料を 1 籠 8 円 60 銭の割、総額 60 円としている。
⑦氷代
　「天然氷ヲ使用スルモノアルモ大部分人造氷ヲ使用ス」として 1 隻平均 19,900 貫、1,165 円









・米「 1 漁期 5 ヶ月トシ 150 日間ノ米消費高ハ平均 1 人 1 日 5 合 5 匀強ニ当リ 28 人乗 1 漁期 23
石、826 円ヲ要ス（ 1 石 35 円ノ割）」。





　酒代・餠代・諸税金等で、1 隻当り 190 円の支出となっている。「殊ニ甚タシキハ酒代ノミニテ




ノ方法ハ 1 漁期ヲ 5 ケ月トシ船長ハ 200 円乃至 400 円、機関長ハ 200 円乃至 300 円、漁撈長ハ
77 ▶▶▶
3．機械船時代の夜明け
150 円乃至 250 円、一般漁夫ハ 150 円乃至 200 円、油差ハ 80 円乃至 150 円、炊夫ハ 50 円乃至
100 円程度ノ割合ナリ。勿論給料制度ナル故漁不漁ニ拘ハラザルモノトス」と、記している。
・歩合制度
1．水上高ヨリ氷代ヲ差引、残額ノ 3 割ヲ分配スル方法、分配方法ハ船長ハ漁夫ノ 1 人 5
分、機関長 1 人 5 分、漁撈長 1 人 3 分、漁夫各 1 人分、炊夫 7 分トス。
2．水上高ノ 2 割 5 分ヲ第 1 項同様分配ス。但漁撈長ハ 1 人半分トス。
3．水上高ヨリ全体所要経費ヲ差引キタル残額ノ 6 割ヲ船長ハ漁夫ノ 1 人半分、機関長 1 人




漁夫ハ鰹漁乗出前各船主ヨリ前借リヲナス。其ノ額ハ 1 人平均 30 円位ニシテ右金額ハ何レモ漁
期終了ト共ニ精算ノ上返済ノ約束ナルモ之ヲ悪用スル漁夫アリ」
⑭負債
　「大部分ノ鰹漁業者（船主）ハ平均 1,000 円乃至 3,000 円内外ノ債務ヲ負フ。本調査 70 隻分ノ
負債ハ 1 隻平均 2,000 円位」とし、経営者の負債について述べている。
⑮償却
　船体・機関の償却は建造後 10 ヶ年経過したものは、10 ヶ年間建造費の 1 割を当てている。こ
の項目で本吉地方の慣行として、運上金について下記の説明がある。









　大島における機械船は大正 2（1913）年には祥海丸 1 隻だけであったが、その後は機械船の漸増
に伴い、和船は次第に減少し大正 6（1917）年以降は、大型和船は姿を消したようである。一方、















気仙沼　　　神光丸外 18 隻　 　　　唐桑　　　　福吉丸外 14 隻
 （小松宗夫『海鳴りの記』）










1 船舶番号　　第 21194 号
1 機付帆船　　1 隻
1 船名　　　　改正丸
1 登簿頓数　　13 頓 90
1 船籍港　　　新　宮城県本吉郡大島村
   　　　　　　旧　静岡県志太郡焼津町
昭和 3 年 4 月 21 日
　　宮城県本吉郡大島村字駒形 132 番地　　　村上市三郎

































　昭和 6（1931）年 10 月、大島村役場は負債を抱える漁家調査
報告に、その数を 10 戸、負債 120 口とし、「年々支出多額トナ










・鰹釣漁業　経営者　 2 人　　　船数　 3 隻（125 人）
・鮪延縄業　経営者　 1 人　　　船数　 2 隻（45 人）
・鱒延縄業　経営者　10 人　　　船数　10 隻（40 人）














大正 2 252 11 1
3 249 12 2
4 233 9 7
5 230 7 4
6 225 4 5
7 225 6 5
8 234 3 5
9






昭和 2 188 9
3
4
5 180 20 5 8
6 181 21 4 5
7
8
9 305 20 4 1 2
10 303 22 1 2
11 305 22 1 3
12 326 21 1 3




北海道　17 人　　　静岡県　18 人　　　神奈川県　12 人　　　青森県　1 人





　昭和 3（1928）年 7 月には、回覧簿の文書に「村税整理遅々トシテ進マズ、今後厳格ニ処理スベ




差押え人数　8 人　滞納金額 1 件当り 19 円～25 円
差押え物品　2 間小舟、朱塗簞笥、栗毛牝馬、長持、畑 1 反 2 畝 20 歩など
　この後も滞納は改善されず、差押えは強化され執行件数も増加していった。
昭和 3 年― 8 件　　同 4 年―14 件　　同 5 年― 4 件　　同 6 年― 3 件　　同 7 年―15 件
同 9 年―11 件　　 同 10 年―94 件　同 11 年―22 件
 （「大島村役場文書」昭和 8～30 年差し押え調書）






























































































カツオ節　売品目高 175 貫（代金 43 銭 1 厘）　　　小野寺伊久治





　明治 16（1883）年には、東京で明治天皇の行幸を仰いで、第 1 回水産博覧会が開催され、本村か
らの出品は、下記のとおりであった。
カツオ節　8 本（15 銭）　　干スルメ　20 枚　　　柴海苔　2 帳　　賞杯　小野寺篤治




















た。大正 11（1922）年 7 月 18 日、開催の「改良鰹節削講習会」には、大島から 10 名参加している。






































無動力船 有動力船 漁獲高 生産高 金額 家 人数 魚油 魚粕
船数 人数 船数 人数
隻 人 隻 人 貫 貫 円 戸 人 貫 貫
明治 45 1,200 3,360
大正 2 58 754 1 20 193,600 1,607
4 37 518 7 126 132,500 1,800 2,700 4 28
6 6 108 26,667 833 2,100 5 25 50
8 3 54 14,583 700 5,600 2 20 22 300
10 2 40 5,000 1,600 1,600 480
12 7 140 49,300 2,700 13,500 1,600
13 4,590 32,130 816
14 4 100 56,400 5,600 44,800 2,400
昭和 元 16 400 540,000 1,500 10,500 30 1,000
2 16 400 240,000 
5 13 390 250,000 1,000 3,000 50 300
6 11 420 285,000 800 2,400 50 500
8
9 2 108 76,000 300 1,000
10 2 112 60,000 300 800
11 3 145 84,000 300 1,200 300 700
12 3 147 162,500 320 1,280 0 100
13 3 147 150,000 300 1,500 0 0
14 3 145 180,000 300 2,700 0 500















番号 表　題 年 西　暦 内　容 形式
1 漁船納屋出入帳 大正 6.5 1917 横帳
2 漁船納屋出入帳 大正 7.1～2 1918 大正 7 年大綱 〃
3 漁船納屋出入帳 大正 8.1 1919 〃
4 漁船鰹納屋出入帳 大正 9 1920 〃
5 漁船鰹納屋出入帳 大正 13 1924 〃
6 漁船鰹納屋出入帳 大正 14～昭和 4 1925～29 〃
7 鰹船大漁経営帳 昭和 7 1932 洋綴 ○
8 鰹船大漁経営帳 昭和 7 1932 共栄丸関係 〃 ○
9 漁船大漁経営帳 昭和 8 1933 中山商店会計簿 〃 ○
10 漁船大漁経営帳 昭和 9 1934 共栄丸会計簿 〃 ○
11 漁船大漁経営帳 昭和 10 1935 〃 〃 ○
12 漁船大漁経営帳 昭和 11 1936 〃 〃 ○









　同委員会では、全国から収集した資料を整理していたが、昭和 50 年 3 月に、宮城・千葉・三
重・和歌山県分について目録を作成し『漁業制度資料目録』第 1 集・全国篇Ⅰ（孔版印刷・290 頁）
として刊行した。この本は、資料提供者に文書を添えて配布された。下記はその抜粋である。










































56 銭、縄漁で 108 円 64 銭であった。
　この船の昭和 7（1932）年カツオ漁期の清算書が
ある。船員 A・B の船員の個人ごとの勘定書を、摘
出したのが表 11 である。船員 A は漁期中に船主か
ら前借りをしている。
　その後 4 、7 月に 3 回、船主より計 23 円前借り、




休んだので欠前金として 35 円 96 銭を差し引かれ
る。このほかに当り金から差し引かれるものは、カ
ンバンの裏地代 2 円 21 銭、前年のさがり分 20 円
99 銭など合計 90 円 51 銭を当り金から引かれるの
で、実際の手取りは 100 円 97 銭となる。この船員
表 10　宝栄丸精算表
大正 5 年




宮沢へ 8.00 ハナ代 2.00
焼玉リング代 22.00 小物代 0.50
船上げ、下し 2.00 機械買入代 10.00


















1. 船員 A 分
4. 9 2.50 小使
7. 1 10.00 相渡
28 10.00 相渡











11. 9 10.35 会計ヨリ
18 0.50 会計ヨリ
12. 18 5.00 相渡
11 4.60 白米 2 斗
8 7.60 会計ヨリ
27 20.00 〃







2. 船員 B 分
7. 　10.00 相渡
8. 3 63.36 会計ヨリ
5 1.45 〃
30 10.00 御盆使
9. 16 6.08 会計ヨリ
20 4.66 会計ヨリ
16 8.80 米 4 斗組合
9. 16 10.00 相渡
10. 6 1.00 会計ヨリ
25 5.00 〃
80.00 引魚
11. 5 8.80 米組合ヨリ
205.82 当金
11. 7 40.00 相渡小切手






は、引続き冬縄漁にも乗船し、12 月に正月遣いとして 5 円を借り、そのほかに白米 2 斗も借りて

















1．契約内容  150 純馬力舶用ニイガタディーゼル機関　1 台。付属品一式。据付指導工員 1
名派遣
2.　代金　　　17,500 円





　共栄丸が進水し艤装も終わって、大島にその雄姿を現わしたのは、昭和 6（1931）年 9 月 19 日で
ある。人々は、大島初の鉄鋼船を連日見学に訪れたという。県内では鉄鋼船 1 号は、県指導船大東























































































　この年 4 月 19 日の初航海で、三崎で 95 円分餌を仕込んでいる。3 航海で 364 円の記載がある
ので、1 航海の餌代 100 円前後であった。　
⑤氷代
　三崎の基地で積んだ氷代 54 円 30 銭で、以後毎航海 100 円前後で氷を仕込んでいる。三陸沖の
操業では、女川・大船渡・宮古・釜石からも積んでいる。
⑥食料費






4 月 19 日　三崎出航　　　　　 5 月 5 日　三崎出航
6 月 8 日　三崎出航　　　　　 6 月 16 日　三崎出航
6 月 20 日　三崎出航　　　　　 7 月 16 日　気仙沼出航
7 月 24 日　気仙沼出航　　　　 7 月 31 日　気仙沼出航
8 月 10 日　気仙沼出航　　　　 8 月 16 日　気仙沼出航
8 月 25 日　気仙沼出航　　　　 9 月 5 日　気仙沼出航
9 月 14 日　気仙沼出航　　　　 9 月 24 日　気仙沼出航
10 月 5 日　気仙沼出航　　　　合計 15 航海（推定）
 （「小田中山家文書」）
　この年、カツオ漁の総水上金額は 21,569 円 41 銭であった（写真 8 ）。これを船主取り分と、船方
取り分に分けるのである。表 13 にある「ア．歩金」は、船方の歩合金に充てられる金額である。






　このころの標準的な船員歩合は、船頭 2 代、船長・機関長・通信士 1.5 代、一般船員 1 代となっ
ていて、共栄丸の実乗組人数は 48 人程度と推定されるが、この年の配分にあたっては、53 代に分





















































7.  3 〃 1.00
13 〃 2.00
24 〃 0.83
8.  6 〃 1.00
15 盆使い 10.00
17 〃 1.00









20 米 1 俵 13.60
12.25 白米 3 斗 10.20



























昭和 船掛り 水夫歩金 償却及保険 小計
6  6,474.22  5,775.84  2,810.85  257.81  8,844.50  △2.370.28 10 月ヨリ操業
7  33,471.80  16,065.12  10,874.29  5,346.07  32,285.48  1,186.32 魚価安
8  53,546.46  19,811.72  16,432.51  12,312.43  48,557.66  4,988.81 
9  53,723.12  24,473.55  14,443.53  11,817.01  50,734.09  2,989.03 





















　規約、役員を決めて発足した自治会は、同年 3 月 19 日、第 1 回役員会を開いた。その会議要項
は勿論、村長が自筆したものである。
1．自治民育ノタメ各部落ニ巡回講話会ヲ開設スルモノトス。話会講師ハ役場学校詰合及有



































賀式後の会場で引き続いて行われた。村長が書いた大正 8（1819）年 2 月の総会通知には、次のよ
うな計画が書かれている。
1．毎戸 1 人ハ必ズ出席ヲ（児童ノ出席ハ不可）


























して「カツオ船ノ入料ハ経営者ガ負担シ、利益ノ配分ハ経営者 9 割、漁夫 1 割トシ、入料取得後ハ
漁夫 7 割、経営者 3 割トスル」との取り決めが行われたが、その後改善された記録はない。
　大正 8（1919）年 5 月 30 日に、第 1 回漁業協議会を開き、村長は下記のような文書を配布した。
1． 敬神崇祖ト漁船ノ献膳式



















































て 1 株 50 円で村民から株式を募り、漁船 10 隻を建造して経営するという壮大な計画であった。
　しかし、この構想は実現することなく立ち消えてしまった。しかし村長の漁船建造の夢は消え
ず、後に大新丸建造となって結実するのである。













7．初メテノ漁夫ノ 1 年生ニ限リ 8 分ヲ給シ 2 年分ヨリ 1 人歩ヲ給スルコト。
8．乗組員ニシテ無銭飲食、喧嘩等船内ノ平和ヲ乱シタル者ニ 2 円程度ノ罰金ヲ課シ謝罪セ
シメルコト。



















た。昭和 8（1933）年 2 月、仙台市での漁業振興講演会に参加した村長は、この日長年抱いていた
漁船建造へと踏み出したのであった。村長はこのころの構想や行動を日記にしたためていた。
　昭和 8（1933）年 3 月 20 日の日記には、次のように書かれている。







経営者 船元（船頭） 大正  昭和1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 2 3 4







〃 第 2 天王丸（10㌧）









〃 第 2 大興丸（17㌧）
菅原馬吉 日光丸（14㌧）
村上善八 新得丸（12㌧）












小野寺譲平 第 2 大興丸（17㌧）
村上栄四郎 日光丸（14㌧）
小野寺徳之進 龍神丸（18㌧） 恵比須丸（18㌧）
〃 広生丸（37㌧） ＊ ×
前川稲四郎 清寿丸（84㌧）
〃 岩手丸（97㌧） ＊ ×
〃 勢力丸（76㌧）
木田豊吉 小野寺善蔵 豊丸（25㌧）
〃 〃 神光丸 ＊ ×
斉藤福三郎 白幡玉治 文殊丸（19㌧） 繁進丸 ＊ ×
村上米治 第 1 観通丸（29㌧） 健正丸 ＊ ＊
〃 第 2 観通丸（29㌧）
〃 小松忠喜 海晴丸 ＊
清水三蔵 太平丸（23㌧）
宮井繁太郎 菊田俊光 大宮丸 国宮丸 ＊ ×
佐々木大三郎 村上万七 新山丸 ×
〃 樋口清美 海形丸 ＊ ×
菅原長之助 小野寺庄五郎 春日丸（28㌧） 福寿丸 長功丸 ＊
三浦定治 久幸丸（15㌧）
東日本会社 小山常治 東日本丸 ＊
気仙沼竹輪組合 白幡義照 工進丸 ＊ ×
高田茂平治 小野寺賢蔵 八千代丸　 ＊
斉藤直蔵 中井鶴蔵 薬師丸 ＊
宮城県 宮城県 宮城丸 ＊ ×
福島県 村上勝右衛門 磐城丸 ×





　これ以後、村長は 4 月から 9 月にかけて、勧業銀行・水産課・山西造船所・新潟鉄工所と交渉し
て廻るのである。日記をもとに、この間の交渉経過は表 17 にまとめてみた。
　4 月 18 日、簡易保険局に融資申し込みをしたところ「貴村は 3 割の滞納があり融資はできない」
と断られるなど、困難な交渉が続いていた。


































 昭和 8 年









21 日 書面で 2 隻造船を照会
5 月 4 日 県庁と地銀へ
17 日 東京勧業銀行本店へ
7 月 6 日 県水産課と勧銀へ
7 日 県水産課長へ
9 月 19 日 水産課へ築磯補助の件で







5．総屯数 133 屯 83

















































































　昭和 12（1937）年 6 月 12 日には、カツオ 2 万
尾を釣って気仙沼港に入港したと地元新聞で報道
された。その後も、金華山沖で操業しカツオ 3 万










　工事が完了し、諸検査が終了したのは 11 月 4 日で、大新丸は同月 27 日、再び延縄漁へと出港し
て行った。
　こうした重大事件が突然起きて、村内は大騒ぎとなっていたが、さらに大きな事件が起きた。
















任をとって、7 月 31 日に組合長を、8 月 7 日に村長を辞任した。
　こうした中で、村長の無実を信じる人々は、早期釈放を求め 458 名の署名した嘆願書を作り、片
山運峻・小野寺譲平・小野寺庄五郎らが、警察署に提出した。




































































　昭和 15（1940）年 11 月、組合再生の任を負って、組合長に就任した小野寺譲平は最初の事業と








































一般船員家庭に 3 円から 5 円程度であった。翌 10（1935）年 1 月にも大島で遭難が発生した。
　漁船福一丸が行方不明となり、悲劇がまた繰り返されたのであった。
2）帰って来た漂流船員



























　日記は、昭和 16（1941）年 5 月 13 日に始まり、同年 8 月 22 日まで一日も休まず、その日の天候
から行動を書いていた。本項では、その一部を抜粋して提示する。
1．日記作成者　気仙沼市浦の浜 181-1　　　菊田千松　




　　　昭和 16 年 5 月 13 日から 8 月 22 日まで（国宮丸徴用となり、船員は下船した）
菊田千松「餌買日記」抄
昭和 16 年 5 月 13 日（天候省略）　昨夜船頭が今年も餌買いに行ってくれと言ったので早速船元に
行き旅費として金 50 円也、家賃として金 20 円受取りて、午後 5 時半浦の浜出発。6 時 3 分の汽車
に乗りいよいよ南へ立つ。
5 月 14 日　上野に 6 時 50 分に着く。2 番線より東京に下り、横須賀に 10 時半に着く。三崎に来り
て船問屋に廻り挨拶して餌の様子を聞いたらこの付近にはないと言うので、佐島に来り丸中に一泊
す。（佐島 1 食 1 泊）
5 月 15 日　かね力に電話をかけて様子を聞いたら船形にもないという。小湊にはあるらしいので
聞いてみる。電話 3 通話。船形、小湊に電報。（佐島 1 食 1 泊）
5 月 16 日　佐島方面に餌がないので勘定をして船形に来たる。昼過ぎ港に来ると大丸鰯のみ。付
近一滞大丸のみで致し方なし。新三郎網から貰うことを約束して見晴屋に帰る。（見晴屋 1 泊）
5 月 22 日　5 時ころ旅館を出て浜に出るも船は来ず。バスにて網代の餌見に来る。トンボ餌には上
物ならん。かね力の二階で休んでいると本船が来た。船長は成田山参詣に行く。（船で一泊）
5 月 23 日　第 1 航海目。朝早く出帆の予定なるも天候悪く 8 時に三崎出帆。小湊にて大鰯 56 杯活





5 月 27 日　じめじめした天候で全く気分悪し。一日中家の中に居て日を送る。夕刊買って見る。
一昨日英国の世界一を誇る巡洋艦が撃沈されたと。ドイツのビスマルク号を追跡中なりと。
6 月 3 日　横須賀一国旅館を出て三崎に 8 時半頃着く。船は昨夜 8 時頃入港した。漁は放送（漁業
放送）通りでほんの初漁だけだ。然るに各船は大漁の方で、水上金 3,850 円余ありと。船は三崎に
一泊するので船長と二人で竹島に用達しに出かける。本船の水上げ手取金 3,701 円余。
6 月 4 日　共同イケス上げを手伝う。12 時船主に速達を出す。漁の報告と券（石油配給券）の受取
り方を告げる。船長が銚子に行って 400 ばかり手配した事と、今度 150 本積んで行ったことを報ら
す。
6 月 7 日　昨日の大波も珍しく、網の人たち皆来たりて昨日の流失物を尋ねている。宝成丸と共同
の方に御手伝いをする。後の餌は 14、5 杯残っている。損害は約 6 、7 万円か。午後煙草 24 銭買っ
て来る。
6 月 14 日　東日本丸入港する。小名浜で休んで来たとのこと。船より「アスアサミサキニハイル」
と託送来る。
船形に来り石油の安否を尋ねるに、やはり券のない分は 60 位。それから館山に行き配給券を貰う。
6 月 24 日　久しぶりに稲吉に便りを出す。八百屋の二階で遊んで居る。船より託送「アスヒルマ
エニハイルテハイタノム」。北条に行って倉内より 3 つ買いナショナル 1 つ買い 13 円 8 銭払う。
7 月 7 日　今度の勘定分を払う。小湊は少ないから後で負けるから今度は全部払ってくれと言うの
で 6 円にして全部やる。金 318 円也を払って八千代丸様と二人で船形を立ち小湊に来る。活洲は
5 、6 しかなし。全く心細し。然るに午後になり皆 12、3 位引いて来て一先ず安心する。小湊寄浦
の御堂様の寄付金立替を今日、東日本丸に渡す。
7 月 8 日　12 時 22 分発の汽車にて館山に東日本丸栄五郎様と二人で行く。石油の模様を聞きし
に、ライオンの旦那様は小高石油の旦那と友だちだからあれば都合してやると言う。五島様に寄り
しに佐々木様が来てチョウヨウ（徴用）の話をする。
7 月 10 日　30 日前に天測時計を頼んで置いたので玉屋に電話をかけたら修繕ができたという。金
を聞いたら 3 円 50 銭というので為替で 4 円送る。見晴屋勘定日なので 11 円 20 銭払う。電話料 90
銭。




船元に電報 2 通 70 銭。見晴屋（ 1 食 1 泊）










7 月 24 日　梅雨模様もからりと晴れ夏らしい天候となる。昨夜 12 時船元より電話来る。餌ないか
ら其の地で手配しろと言うので 7 時に船長に電報を打って小湊を立ち、網代で一泊す。
7 月 29 日　今朝も餌の見込みなし。船形と下浦に電報を打って様子を聞く。どこもなしとのこ
と。夕方店に行って純綿のズボン 7 円、サルマタ 80 銭買う。
8 月 2 日　早朝船は入港す。すぐ餌を 130 杯生けて餌代 780 円払って船にて船形に来り船長を待
つ。3 時船長と石油探しする。石油は全然あてにならない。船形にて軽油 2 本積み 4 時過ぎ出帆
す。湯に入って休む。
8 月 4 日　昨夜宝松丸入港通知あり。7 号豊丸もはや満船の通知。皆満船のよう。本船も満船する
よう祈る。昼前国谷様来て今日も餌獲れたと。福長丸も満船にて入港。船元に手紙を出す。放送に
よれば船は漁なしと。
8 月 8 日　昨夜船形一泊。早朝船も来り様子を聞く。鰹 5 千貫釣り油不足のためすぐ入って来たと
のこと。手取金 8,100 円余。船長銚子より 2 時頃帰る。油全然駄目なりと。船形で券なしで 200 缶
貰って間に合わす。
8 月 9 日　未明小湊に入港し石油 185 本積み餌場に廻り 123 杯生けて出港す。海上安全、大漁満足
を祈る。船よりかね手渡し分金 3,500 円と餌代金 1,000 円也、船主送金分 5,000 円受領す。餌代金
854 円を払い親方に 100 円を渡す。
8 月 14 日　台風近づくの知らせで網どもはイケスを小湊の浦に引いて行く。当地では新盆なので
仏様を拝みに近所の女共来りて念仏を申して帰る。暑い時に雨が降って家の中に一日とじこもって
居る。
8 月 17 日　エビの開口とかで浜はにぎわう。大した漁なしと。7 号豊丸入港、大体 1 万 3 千貫位あ
った。船形にて 3,500 貫ばかり注文したら今日も獲れぬとのこと。長功丸と 2 人でサイダーを飲む。
8 月 19 日　朝生洲の鮪獲りに行き市場に売る。昼食後魚釣りに行こうと思って道具をこしらえて
いる所に、豊丸の鈴木様来りて 7 号も国宮丸も繁進、精良、稲荷丸（全部気仙沼船）の 5 隻にチョ
ウヨウ（徴用）が来たと言うので驚き、魚釣りを止めている所に、船主から「引き上げて帰れ」と
の電報来る。今すぐ帰りたいがどんな用かわからないので待って居ることとする。
8 月 20 日　長功丸（餌買人）と勘定を終え、昼食後浜萩の国谷様に礼を言いに行き御礼金 2 円を使
う。船形より「船は急用で気仙沼に入るからすぐ帰るように」と電報がきていた。船主よりも速達
で全部精算して帰るようにと来た。いよいよ本船も国の役に立つのか。
8 月 21 日　いよいよ小湊の餌場とも別れなければならなくなった。午前 7 時 50 分にて船形に来
る。小湊宿料 15 円也払う。船形仲山様に電報立替金と宿料 22 円 30 銭、礼金 10 円を払う。気仙沼
までの汽車賃 7 円 25 銭出す。
船形にて石油券を長功丸に譲り、後日また世話になることを約す。久八よりシャツ、下駄、石鹼 1
箱を買い、見晴屋より風呂敷 2 枚貰ってお別れし、船形駅 1 時 47 分の汽車にて立ち、上野 6 時 58
分発急行青森行き汽車にて、一の関 4 時 15 分着、気仙沼に 7 時 18 分に着いた。すぐ船主に寄り御
礼を言って帰宅した。






昭和 16（1941）年 9 月 5 日、国宮丸徴用となったので下船。
昭和 18（1943）年 7 月、福島県岩城郡江名町中之作（現いわき市）、金成則夫所有の第 2 開運丸（49
トン）に、同郷人とともに乗船しカツオ漁に従事。
その後、船とともに徴用となり、昭和 19（1944）年 2 月 22 日、南洋サイパン島において戦死。
7．徴用船の戦い　
1）徴用船と海軍予備補習生





た。大島からは、昭和 14（1939）年 10 月に広生丸（37 トン・小野寺徳之進所有）が徴用され、大宮









官房機密第 374 号　昭和 14 年 4 月 23 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海軍次官　山本五十六
　　　海軍徴用予定船ノ件申達




本紙ハ用済後（昭和 15 年 3 月 31 日以後）ハ必ズ焼却ヲ要ス　（終）
 （水上忠夫『私本・大島漁協追憶―その栄光と蹉跌―』）
　これは近い将来予想される、太平洋での戦争に備えての徴用予告をしたものであったが、大新丸



















1 昭和 12 9 1 1
2 13 12 4 1
3 14 6 2
4 15 17 5 9
5 16 9 2


















を進めていた。特に海軍は日本近海の哨戒のため、漁船の徴用を開戦前の昭和 16（1941）年 4 月頃
から実施し、気仙沼地方の多くの漁船が徴用された。
昭和 16 年 4 月徴用　　第 3 日之出丸　　千代田丸
　　　　 7 月徴用　　宝成丸　　　　　海和丸　　　岩手丸
　　　　 8 月徴用　　第 2 勢栄丸　　　精良丸　　　繁進丸
　　　　 9 月徴用　　国宮丸
 （小松宗夫『海鳴りの記』）
　これらの船は、昭和 16（1941）年 7 月に編成された第 5 艦隊に所属し、北東太平洋の哨戒任務に
就いていたが、同年 10 月 15 日に第 5 艦隊 22 戦隊として再編成され、通称を「黒潮部隊」と呼ば




第 1 監視艇隊　　甲 8 隻　乙 38 隻
第 2 監視艇隊　  甲 13 隻　乙 36 隻
第 3 監視艇隊　　甲 6 隻　乙 44 隻
　　合計　　　　  27 隻　  118 隻
 （「防衛省防衛研究所海軍一般資料」※以下「防衛研究所資料」と略記）
　表中の甲船は、500 トン以上の大型船で指揮艦船など、一般漁船は乙船で、この段階で 118 隻の
漁船が徴用されていることを示している。













　私は岩手県広田港佐々木大三郎所有海形丸の船長として、昭和 17 年 1 月 2 日海軍徴用と
なり、同日横須賀軍港に回航した。
　翌日より船の改造装備を突貫工事で行い、お粗末ながら監視船ができ上った。装備は 7.7




























は 111 人と、全体の 51.6 パーセントを占めている。ある本に、和歌山県
串本町の事例が出ているが、それによると軍人戦死者 197 人で 69 パーセ





所属地 所有者 船　名 トン数 建造（年） 徴用年月 任　務 備　考
気仙沼町 貝塚文蔵 大宮丸 57 昭和 5 昭和 14. 10. 10 支那 17. 1. 3 沈没
唐桑村 鈴木和三郎 亀宝丸 54 11 14. 10. 10 B 支那
大島村 小野寺徳之進 広生丸 37 11 14. 10. 12 B 支那 20. 3. 14 沈没
気仙沼町 村上米治 健正丸 56 3 支那 16. 11. 28 沈没
〃 木田豊吉 第 7 豊丸 122 13 16. 3. 24 B 特監視艇 帰還
唐桑村 畠山作平 第 3 日之出丸 91 13 16. 6. 29 〃 20. 7. 15 沈没
〃 畠山政市 恵洋丸 96 13 16. 7. 25 〃 17. 5. 20 沈没
〃 山崎政治郎 進政丸 99 13 16. 7. 25 〃 帰還
〃 鈴木栄松 宝成丸 92 12 16. 7. 25 〃 20. 7. 10 沈没
気仙沼町 村上米治 海和丸 16. 7. 25 〃 帰還
唐桑村 亀谷一義 第 2 稲荷丸 113 13 18. 8. 21 〃 19. 6. 30 沈没
気仙沼町 尾形和太郎 第 2 勢栄丸 113 11 16. 8. 25 〃 19. 5. 25 沈没
〃 畠山泰蔵 精良丸 99 11 16. 8. 30 〃 20. 7. 14 沈没
〃 斉藤福三郎 繁進丸 92 11 16. 8. 29 〃 20. 6. 7 沈没
〃 宮井繁太郎 国宮丸 104 12 16. 9. 5 〃 19. 5. 10 不明
唐桑村 畠山好雄 福長丸 102 12 16. 11. 17 〃 帰還
気仙沼町 菅原長之助 長功丸 79 14 16. 11. 25 〃 帰還
〃 村田兵治郎 成田丸 99 12 16. 11. 19 〃 17. 1. 10 沈没
唐桑村 鈴木清七 金生丸 86 15 16. 12. 20 〃 19. 1. 2 沈没
気仙沼町 木田豊吉 第 2 神光丸 105 12 17. 5. 11 沈没
岩手県 佐々木大三郎 岩手丸 97 13 16. 7. 12 〃 17. 5. 10 沈没
茨城県 茨城県 茨城丸 150 15 16. 9. 23 〃 19. 3. 30 沈没
福島県 福島県 磐城丸 22 7 16. 12. 30 B 気象部 19. 2. 25 沈没
〃 日康丸 45 15 16. 　.  B 特監視艇 帰還
宮城県 宮城県 宮城丸 248 9 17. 1. 3 B 特監視艇 19. 8. 4 沈没
唐桑村 鈴木市之進 第 3 大和丸 98 13 17. 1. 31 〃 20. 3. 14 沈没
気仙沼町 畠山泰蔵 海晃丸 139 12 17. 2. 3 〃 帰還
〃 高田茂平治 第 3 八千代丸 88 16 17. 4. 13 〃 帰還
〃 村上米治 海晴丸 97 10 17. 4. 25 〃 帰還
唐桑村 鈴木平兵衛 第 3 福吉丸 98 9 17. 4. 17 〃 帰還
気仙沼町 竹輪組合 工進丸 67 14 17. 5. 1 〃 18. 7. 11 沈没
唐桑村 鈴木国雄 第 5 千代田丸 127 15 17. 5. 2 B 特漁 19. 6. 30 沈没
〃 熊谷大吾 事代丸 90 16 17. 7. 5 B 特監視艇 19. 1. 31 沈没
気仙沼町 村田兵治郎 大功丸 125 18 18. 7. B 特漁 帰還
志津川町 　―　 第 8 明神丸 135 18 18. 7. 南方油 20. 5. 7 沈没
唐桑村 吉川弘之 第 3 宝松丸 111 13 18. 8. 8 B 特監視艇 20. 2. 25 沈没
気仙沼町 村上米治 観通丸 116 17 18. 10. 22 B 南方油運 20. 5. 7 沈没
〃 内海　康 第 2 鈴吉丸 54 3 18. 11. 15 B 南方油運 帰還
〃 尾形和太郎 第 1 勢力丸 57 3 18. 12. 3 〃 帰還
岩手県 佐々木春松 勢力丸 46 4 18. 12. 20 BY 防備
気仙沼町 千葉留三郎 第 15 明神丸 52 18 19. 3. 1 BY 防備
唐桑村 吉川弘之 昭栄丸 129 17 19. 9. 1 B 特監視艇 20. 3. 29 沈没
〃 亀谷一義 稲荷丸 68 8 19. 9. 26 B 南方油 20. 7. 10 沈没
〃 三上望見 滝之丸 73 12 19. 9. 26 〃
〃 畠山作平 第 1 日ノ出丸 61 19 19. 9. 26 〃
気仙沼町 宮内八百太 第 2 姪子丸 73 6 19. 9. 26 〃
〃 菅野留太郎 大久丸 90 7 19. 9. 26 〃
志津川町 阿部権治郎 第 2 東華丸 34 15
岩手県 佐々木大三郎 海形丸 99 11 19. 9. 1 B 特監視艇 帰還
〃 〃 新山丸 92 10 19. 10. 6 〃 帰還
福島県 金成寅蔵 第 2 開運丸 49 15 19. 2. 22 沈没
〃 香取丸 52 19 BY 南方油
〃 吉田　厚 盛厚丸 90 16 19. 2. 22 沈没
〃 東日本漁業 東日本丸 90 6 16. 8. 22 B 特監視艇 帰還
註 1．この名簿の原資料は下記の資料により、当地関係文を抜粋して作成したものである。
　　公益財団法人　日本殉職船員顕彰会編纂　「戦没船員名簿」







No. 執筆者 題　目 内　容
「子孫に伝えたいむかし話」大島老人クラブ連合会（昭和 51 年刊行）
1 村上栄一 徴用船蓬萊丸 出港からマニラまで
「雲はかえらず」戦争を記録する会（昭和 59 年刊行）
2 村上清幸 択捉島師団船舶隊 入隊から復員まで
3 村上慶吉 慰安婦護送船 ラバウル方面の航海
4 小野寺勁 蟻の補給船隊 東華丸での輸送業務
5 小松正一 トラック島の落日 同島での戦いを書く
6 小山修平 パラオ島苦難の日々 郷土船との会合など
7 村上吉一 インパール 補給なく困難な戦い
8 樋口清美 吾かく戦えり 海形丸の戦闘状況
9 白幡　稔 神助か、生きられた 漂流中救助された話
「航跡二十年」大島海友会（平成 3 年刊行）
10 菅原繁男 わたしの昭和 第 7 明神丸の戦い
11 村上　優 鰹船から貨物船へ 島への輸送を書く
12 小野寺正一 乗船中の思い出 近海哨戒任務の様子
「海ゆかば」大島軍恩会（平成 6 年刊行）
13 伊東吉雄 第 2 師団戦記 船舶兵の戦い記録
14 佐藤二郎 転戦の第 2 師団 南方戦線での戦闘を書く
15 小山政治 北東航路 貨物輸送業務の話
16 樋口清美 敵潜水艦に突進 敵潜水艦との交戦を書く
17 堺　慶 追　憶 平運丸での輸送業務
18 菊池鉄郎 私の太平洋戦争記録 長功丸の哨戒業務
19 村上勝男 船団護衛 北洋での活動を書く
20 小野寺勁 ラバウル小型輸送船記 ラバウルでの様子
21 小野寺誠喜 パラオ監視艇の最期 交戦の様子を書く
（徴用船関係の刊行物より、戦争体験の手記を抜粋）
表 26　第 3警備部隊編成表














第 3　魄　丸 第 2　海運丸
第 8　事代丸 第 10 振興丸
福　良　丸 第 2　桐　丸
第 7　琴平丸 第 1　振興丸
第 2　月浦丸 満　寿　丸
弁　天　丸 第 2　天神丸
安　波　丸 第 12 五十鈴丸

































































































　昭和 17（1942）年 6 月に、日本は北方海域の防衛のためアッツ島に進出し、キスカ島とともに陸
軍を駐留し陣地を構築していた。しかし、米軍とカナダ軍はここにも攻撃してきて、北方海域に敵
潜水艦や飛行機が襲来するようになってきた。
　工進丸など 33 隻の第 2 哨戒隊は、北方海域に進出して哨戒任務についていた。昭和 18（1943）
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白鷹丸（ 1 名）　　　開成丸（ 6 名）　　　暁宮丸（ 1 名）　　　金峰丸（ 1 名）
































































葉は厚手のオーバーを着ていた。国民服を着た県職員らしい人 2 名と、さまざまな服装の船員 16
人も写っている。みんな冬服なので 12 月前後と思われる。写真撮影月日は不明であるが、新関昌
利著『知られざる漁船の戦い』によれば、第 1 回南方石油積船団の壮行式を昭和 18（1943）年 11
月 4 日、女川魚市場で宮城県水産業会と、女川町主催で開催されたと記されている。
　石油の積込みは、漁船で魚を入れる魚倉にバラ積みするものであった。第 1 回航海に参加した気
仙沼関係の船は第 8 明神丸、観通丸、大功丸、第 2 開運丸（福島県）、盛厚丸（福島県）をはじめ、
『海鳴りの記』によれば、下記のとおりであった。











　こうした実績をふまえて、第 2 次作戦も計画され昭和 19（1944）年 9 月 26 日付で、沿岸漁港か
ら漁船が徴用された。気仙沼関係漁船（昭和 19 年 9 月 26 日徴用）は下記のとおりであった。
第 10 栄福丸　　　姪子丸　　　観通丸（×）　　　第 1 勢栄丸　　　大久丸




　昭和 20（1945）年 5 月 7 日、三重県尾鷲沖で沈没した観通丸・明神丸を第 3 次とし、ここで作戦




宮城県―27 隻　　　静岡県―12 隻　　　青森県―8 隻　　　岩手県―5 隻

























　当会の研究にあたり平成 29（2017）年 7 月に同顕彰会を訪ね、当地方中心に徴用船の調査にあた
った。また、観音崎の慰霊碑にも参拝してきた。これまで不明とされてきた徴用漁船の情報の解決
に有効な資料を得ることができた。
年 月 日 記　　　　　　　　　　　　　　事




昭和 12 年 日支事変以後、大陸作戦の必要から漁船の徴用がはじまった。




























宮城丸（248㌧）行動概要　（昭和 16 年 6/1～17 年 11/30）
補助監視艇トシテ北緯 33 度ヨリ 37 度間、東経 140 度ヨリ 144 度間ノ海上ニ於テ防空監視ニ従事。1 回ノ
行動概ネ 14 日間、計 5 回　（防衛研究所「監視艇行動概見表」）。
7/ 2 御前会議で「対ソ戦、南方進出のため対米英戦も辞せず」と議決。




7/25 宝成丸（92㌧・唐桑）徴用　（昭和 20 年 7/10 沈没）。





菊田千松（浦の浜）「餌買日記」によれば、「8 月 10 日　国宮、繁進、精良、稲荷にちょうようがきた」
と書いているので、実際に徴用令状が届いたのはこのときと思われる。
8/22 東日本丸（福島）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 8/22 帰還）。
8/24 第 7 豊丸（気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 8/25 帰還）
8/26 第 3 勢栄丸（気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 19 年 6/25 沈没）。
8/30 繁進丸（気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 6/17 沈没）。
8/30 精良丸（気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 7/14 沈没）。
9/ 1 大湊防備隊配属表あり「海和丸、進政丸、日之出丸、宮城丸、岩手丸、海形丸など」（防衛研究所資料）。
9/ 2 国宮丸（気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 19 年 5/10 行方不明）。




10/10 連合艦隊第 5 艦隊第 22 部隊編成（黒潮部隊と称した）。
10/15
小野寺誠喜（崎浜）手記　「第 3 防備隊所属 2 勢栄丸（気仙沼）に乗組む」によれば、南洋群島方面作戦
に従事している（第 3 特別根拠地隊所属）。
11/15 御前会議で開戦を決定。以後、漁船の徴用が本格化し昭和 20 年 2 月まで続く。
11/20
第 7 豊丸（気仙沼）新設の南遣隊に属し、11 根拠地隊に 12 隻とともに配属される。11 根拠地の場所不明
のため沿岸を探しながら南下し、サイゴンのカムラン湾に到着。
11/ 成田丸（99㌧・気仙沼）B 特監視艇に徴用（17.1.10 沈没）。
11/25 長功丸（99㌧・気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 8/20 帰還）。
12/ 1
宮城丸行動概見表より（昭和 16 年 12/1～17 年 5/30）補助監視艇トシテ横須賀発。北緯 38 度ヨリ 37 度
間、東経 140 度ヨリ 144 度ノ地点ニ於テ防空監視、通信ニ従事（1 回ノ行動概ネ 14 日間）
12/ 2 大湊防備府命令　「米国、英国及蘭国ト開戦シタル場合ノ方針ニツイテ」通達（防衛研究所資料）。






12/20 金生丸（86㌧・唐桑）B 特監視艇に徴用（昭和 19 年 1/2 沈没）。
12/20 神光丸（105㌧・気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 17 年 5/11 沈没）。
1/ 2
樋口清美（浅根）手記　「私の実戦記録」（『航跡二十年』）によれば「岩手県広田港海形丸の船長として船




城丸、日之出丸など 9 隻。1 月下旬到着予定船、岩手丸、大東丸など 9 隻」とある。
1/ 3 宮城丸（248㌧・宮城）B 特監視艇に徴用（昭和 19 年 3/4 沈没）。














第 1 監視艇隊 第 2 監視艇隊 第 3 監視艇隊 総　計
甲 乙 計 甲 乙 計 甲 乙 計 甲 乙
2/ 1 8 28 36 13 23 36 21 51
2/25 26 26 26
3/20 4 4 4
4/10 2 2 2 2 6 4 10 6 8
5/10 8 8 10 10 7 7 25
5/31 1 1 3 3 4
合　計 8 38 46 13 36 49 6 44 49 27 118
（防衛研究所資料を基に作成）







4/13 第 3 八千代丸（88㌧・気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 8/20 帰還）。
4/17 福吉丸（98㌧・唐桑）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 8/20 帰還）。岩手丸沈没。
4/25 海晴丸（77㌧・気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 8/20 帰還）。
5/ 1 工進丸（67㌧・気仙沼）B 特監視艇に徴用（昭和 18 年 7/11 沈没）。
5/10
「第 3D 哨戒隊岩手丸戦闘詳報」（防衛研究所資料）には、「岩手丸ハ哨戒中ノトコロニ敵艦上戦闘機 3 機










昭和 16 甲 乙 計 昭和 17 甲 乙 計
3/ 1 3 123 1/ 5 8 8
7/25 3 15 1/20 1 1
9/ 5 19 12 2/ 1 7 7
9/20 36 33 2/10 12 12
10/ 1 2 1 2/25 16 16
10/ 5 2 3/10 5 5
10/25 25 3/15 4 4
12/ 1 2 3 4/10 3 3 6
12/ 4 1 5/ 1 22 22
12/ 5 1 5/10 4 4
12/ 6 10 4 1 小計 3 66 69
12/10 23 ア （防衛研究所資料を基に
作成）12/20 1




　　　　6/15　第 43 警備隊付ヲ命ズ（勢栄丸・南洋群島方面作戦甲 43K）
　　 19/2/29　同上戦務甲（第 30 根拠地隊）
　　　 3/ 1　第 30 根拠地隊司令部付（パラオ）














8/ 8 宝松丸（111㌧・唐桑）B 特監視艇に徴用（昭和 20 年 3/25 沈没）
▶▶▶ 120
8/28
国宮丸・宝松丸の行動（第 5 艦隊 22 部隊「戦闘詳報」より）
「国宮丸、宝松丸ハ「タレ」哨戒線配備ニ就クタメ 8 月 28 日横須賀ヨリ出撃セリ。ヤガテ敵潜水艦発見シ
機銃射撃ト爆雷投下ヲ行ウ。時黄昏ニテ視界分明セズ敵艇ヲ見失ウ。ソノ後宝栄丸ト共ニ同点ニテ所定ノ
哨戒ニ当タル」
昭和 17 年 11/21 船舶徴用令公布。
12/ 5
小野寺勁（高井）手記　「ラバウル小型輸送隊」（『海ゆかば』）




12/10～12/20　北緯 30 度ヨリ 33 度間、東経 140 度ヨリ同 144 度間ノ海上ニ於イテ防空監視業務ニ従事。







宮城丸行動概見表（昭和 18 年 6/6～11/28）
監視艇トシテ北緯 33S9L37 度、東経 140 度ヨリ 144 度間ノ海上ニ於イテ防空監視警戒ニ従事（6 回）
館空八丈島派遣隊設営資材輸送魚業務ニ従事（1 回）（防衛研究所資料）。
6/18
監視艇海形丸行動概見表（昭和 18 年 6/18～11/6）
監視艇トシテ北緯 33S9L37 度、東経 140 度ヨリ 144 度間海上ニ於イテ防空監視警戒ニ従事ス（3 回）。
7/ 1




　工進丸ハ対艇盛運丸トトモニ所定ノ地区ニテ哨戒中 7 月 11 日 0440 敵飛行機発見セルモ濃霧ノタメ見失
ウ。0510 再ビ敵機来襲シ熾烈ナル銃撃戦トナル。我艇漸次船体損傷シ浸水増大ス。1230 コロ機関不調ト
























昭和 18 年 9 月 13 日　網島丸他 4 隻の出発壮行会が県水産課主催で開かれた。




・第 1 回の実施期日の推定　―　上記資料から昭和 17 年 12 月～18 年 1 月頃と推定される。
参加船は浦賀で船団を組んで出発し、父島、サイパン、パラオなどに寄港しボルネオで石油を積み込ん
だ（魚艚にバラ積み）。―　帰路も同じ　
昭和 19 年 2/22　帰路、サイパン停泊後出港時に船団最後尾にいた開運丸と盛運丸（共に福島）が敵襲
を受けて船は炎上沈没し全員戦死した（大島出身船員 7 名）。
・南方油輸送参加船数













本隊 第 1 雲洋丸 主要任務　―　哨戒
（防衛研究所資料を基に作
成）
第 1 小隊 第 7 正栄丸艇長 第 7 正栄丸、第 10 振興丸、大起丸、第 6 朝洋丸
第 2 小隊 第 5 笹山丸艇長 篠山丸、第 3 関応丸、第 13 南進丸、第 3 共和丸
第 3 小隊 海晃丸艇長 ●海晃丸、第 2 栄福丸、第 15 南進丸、第 5 宝栄丸
第 4 小隊 国宮丸艇長 ●国宮丸、●第 7 明神丸、●万亀丸、第 5 進取丸
第 5 小隊 月浦丸艇長 ●月浦丸　●雄勝丸
3/ 1
第 22 戦隊戦時日誌（昭和 19 年 3/1～12/31）
「2 月 19 日以降消息不明ナル第 3 万亀丸、国宮丸ニ関シテハ依然手懸カリナシ。2 月 30 日以後敵機動部隊
ハパラオ、サイパン方面ニ来襲セルニツキ、第 3 哨戒隊ハ「チ」哨戒線ノ警戒ヲ厳ニナシツツアリ」（防
衛研究所資料）。






















「7 明神丸、篠山丸ハ 17 日 1990 ヨリソレゾレ分哨ヲ東ニ移動セヨ」




















丙直哨戒当直表（昭和 19年 11/1～6） ●宮城県船
東経 Ｂ哨戒線 Ｂ哨戒線 Ｃ哨戒線 Ａ哨戒線
（防衛研究所資料を基に作成）
E135 ●雄勝丸
136 第 5 進取丸 第 33 竜神丸 福一丸
137 第 3 共和丸 ●精良丸 新勢丸
138 関応丸 第 5 清寿丸 ●神光丸 福一丸
139 栄福丸 ●薬師丸 ●八千代丸 新勢丸
140 篠山丸 海形丸 第 3 大平丸 ●神光丸
141 ●大和丸 盛勇丸 三徳丸 ●八千代丸
142 ●海晃丸 ●宝松丸 福田丸 第 2 大平丸



























平成 4 年 8/
監視艇工進丸その後（三陸新報・平成 4 年 8 月記事による）
昭和 17 年 7 月 12 日、キスカ島撤退作戦で敵機に襲撃されて工進丸は大破し大島出身者 3 名が戦死した
が、そのとき救助に当たった勢勇丸下士官だった栗原武重（埼玉県坂戸市）さんが、工進丸の生存者をさ
がして平成 4 年 8 月に来島した。唯一生存者の小山貞蔵（長崎）さんと再会を果たし当時の状況を話し合


















































第 56 号　昭和 11（1936）年～昭和 12（1937）年「起債及び貸付書類」
第 71 号　大正元（1912）年～2（1913）年「統計表綴」
第 72 号　大正 3（1914）年「統計書類」
第 75 号　大正 10（1921）年～14（1925）年「統計表綴」
第 76 号　大正 15（1926）年「統計書類」
第 77 号　大正 15（1926）年～昭和 3（1928）年「統計書類」
第 78 号　昭和 4（1929）年「統計表綴」
第 81 号　昭和 7（1932）年「統計書類」
第 82 号　昭和 8（1934）年「統計書類」
第 84 号　昭和 10（1935）年～15（1940）年「統計書類」
第 85 号　昭和 11（1936）年「統計書類」
第 86 号　昭和 12（1937）年「統計書類」
第 89 号　昭和 14（1939）年「統計書類」
第 90 号　昭和 15（1940）年「統計書類」
第 92 号　昭和 13（1938）年「統計書類」
第 93 号　昭和 19（1944）年～20（1945）年「統計書類」
第 158 号　昭和 15（1940）年～20（1945）年「動員関係書類」
第 160 号　昭和 21（1946）年「復員者名簿」
大正 4（1915）年「御大典書類綴」
大正 4（1915）年～5（1916）年「村会書類綴」
大向家文書　41（産業 2）宝暦 6（1757）年「宝暦六年店卸勘定目録帳」
外畑家文書　№ 65　明治 15（1882）年「連合共進会出品関係他」
外畑家文書　№ 66　明治 15（1882）年「陸羽共進会出品書」
菊田栄子所蔵　「菊田千松・餌買日記（昭和 16～18 年）」
気仙沼図書館所蔵「大気新聞（昭和 1～14 年）」
菅原隆太郎所蔵　「菅原熊治郎日記（昭和 10～11 年）」
千葉勝衛　2009 年　「復員者名簿」
防衛省防衛研究所蔵「海軍一般史料・艦船戦闘詳報、戦時日誌」
宮城県水産会「鰹鮪漁業経済調査　昭和 2 年度」国立国会図書館デジタルコレクション
【震災】は震災救出資料
